
１．はじめに

弊社は、1991年にメッツォ社製の自走式破砕機ロコト
ラックを国内で初めて納入した。その後、砕石場での使
用を初め、鉱山、一般建設現場、解体工事、トンネル工
事、スラグ破砕等へとロコトラックの用途は拡大してお
り、また、その間、時代に合わせ改良を繰り返してきた。
ここでは、そのロコトラックを組み合わせたロコトレ

インシステムの実績紹介をする。

２．ロコトレインシステム

２ ．１　ロコトレインシステムとは

ロコトレインシステムとは、複数台のロコトラックで
１次破砕＋２次破砕＋選別、或いはさらに３次破砕まで
をロコトラックで構成されたプラントのことである。こ
のロコトレインシステムには以下のような特長がある。
①運転コストの低減
②短時間で設置や撤収が可能
③砕石場に合わせた破砕フローの変更可能
④安全性の向上（ダンプ事故の低減）
⑤排ガス、粉塵の低減
⑥設備の転売価値が高い（中古機市場がある）

２．２　ロコトラックのラインナップ

現在生産中のロコトラックは、ジョークラッシャ搭載
機９種類、コーンクラッシャ搭載機７機、インパクトク
ラッシャ搭載機６種類、整粒機（バーマック）搭載機１
種類、水平型スクリーン付コーン及びインパクトクラッ
シャ搭載機６種類、そしてスクリーン単独搭載機が６種
類ある（表１～６）。従来、自走式の破砕機では１次破
砕用のジョークラッシャ搭載機を除いて、その破砕能力
は小さいものという印象を持たれがちだが、ロコトラッ
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表１　ジョークラッシャ搭載機

表２　コーンクラッシャ搭載機

表３　インパクトクラッシャ搭載機

表５　水平スクリーン付クラッシャ搭載機

表４　バーマック搭載機

名称 重量 最大処理能力

LT９６ ２７ ｔ ２５０ ｔ/ｈ
LT１０６ ３７ ｔ ４００ ｔ/ｈ
LT１１６ ４８ ｔ ５００ ｔ/ｈ
LT１１０C ５５ ｔ ７００ ｔ/ｈ
LT１１０ ６６ ｔ ７００ ｔ/ｈ
LT３０５４ ６６ ｔ ８００ ｔ/ｈ
LT１２５ ８６ ｔ ８００ ｔ/ｈ
LT１４０ １１０ ｔ １２００ ｔ/ｈ

LT１６０ ２４０ ｔ ２０００ ｔ/ｈ

名称 重量 最大処理能力

LT２００HP ３０ ｔ ２５０ ｔ/ｈ
LT３００GP ３９ ｔ/４２ ｔ ４８０ ｔ/ｈ
LT３００HP ４２ ｔ ４５０ ｔ/ｈ
LT４００HP ６０ ｔ ５８０ ｔ/ｈ
LT５５０GP ６０ ｔ ５５０ ｔ/ｈ
LT５００GP ８５ ｔ １０００ ｔ/ｈ

LT５００HP ９０ ｔ ７２０ ｔ/ｈ

名称 重量 最大処理能力

LT１１１０/S ３２ ｔ ３００ ｔ/ｈ
LT１２１３/S ３８ ｔ ４００ ｔ/ｈ
LT１３１５ ６０ ｔ ６００ ｔ/ｈ
LT１４１５ ６６ ｔ ８００ ｔ/ｈ
LT１４１８ ９０ ｔ １０００ ｔ/ｈ

LT１６２０ ２２０ ｔ ２０００ ｔ/ｈ

名称 重量 最大処理能力

LT１１００ ５０ ｔ ３５０ ｔ/ｈ
LT３００GPB ６０ ｔ ４５０ ｔ/ｈ
LT３００HPB ６２ ｔ ４５０ ｔ/ｈ
LT１２１３B ６０ ｔ ４５０ ｔ/ｈ
LT４００HPF ９７ ｔ ３５０ ｔ/ｈ
LT５５０GPF ９７ ｔ ３５０ ｔ/ｈ

名称 重量 最大処理能力

LT７１５０ ３０ ｔ ２００ ｔ/ｈ



クでは２次、３次破砕用のコーンクラッシャ及びインパ
クトクラッシャ搭載機の破砕能力はもちろん、処理能力
の大きいバーマック搭載型に加え、大型スクリーン搭載
型と様々な顧客のニーズに応えられるラインナップであ
る。
２．３　ロコトレインシステムの構成例

ロコトラックは豊富な種類の中から顧客のニーズに合
わせて組み合わせることができる。また、その配置を変
えることで処理能力や製品の品質を調整できるようにな
る。例えば１次破砕にジョークラッシャ搭載機のLT106、
２次破砕にHPコーンクラッシャ搭載機のLT200HP、製
品選別にスクリーン単独搭載機のST3.8で構成されるプ
ラントでは３通りの目的に合わせた配置に変更できる
（図１）。

１つ目は処理能力を優先した配置で、ジョークラッシ
ャLT106にスクリーンST3.8を繋げ、オーバーサイズの
みをコーンクラッシャLT200HPへ投入し、その破砕物
がST3.8のホッパへと戻る配置である（図２、図３）。こ
の配置ではLT106の破砕物のうち、製品サイズ以下は選
別され製品となる。そのため処理能力は高いが、製品粒
度は粗いものとなる。
２つ目の配置は粒形優先の配置である。LT106の次に
LT200HPを配置し、その破砕物をST3.8で選別する。そ
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表６　スクリーン単独搭載機

図１　LT106＋LT200HP＋ST3.8

図２　閉回路　処理能力優先 図４　閉回路　粒形優先

名称 網サイズ

ST２７２ 1.5ｍ×4.9ｍ
ST３.5 1.5ｍ×3.7ｍ
ST３.8 1.5ｍ×5.5ｍ
ST４.8 1.5ｍ×5.5ｍ
ST６２０ 1.8ｍ×6.0ｍ
ST６２０F 1.9ｍ×6.1ｍ

図３　フロー（閉回路　処理能力優先）



してオーバーサイズはLT200HPへと戻り再び破砕され
る（図４、図５）。全ての製品がコーンクラッシャを通
過するため、前述の処理能力優先の配置に比べ、処理量
は若干落ちるものの製品品質は良いものとなる。
これら２つの配置は閉回路であるが、最後の配置は開

回路である。LT106、LT200HP、ST3.8を１列に並べる
配置である（図６、図７）。このフローでは、処理量、
製品品質ともに中間的なものとなる。このようにロコト
ラックの配置を僅かに変えることにより、容易に破砕フ

ローを変更することが可能になる。

３．稼動実績

次に国内で実際に稼動しているロコトレインシステム
を紹介する。
最初のケースは、この度の東日本大震災の復旧・復興
に貢献している宮城県の砕石場で、砂岩と粘板岩から計
４台のロコトラックで生コン用/道路用骨材を生産して
いる（図８）。固定設備の二次破砕機コーンクラッシャ
GP300Sの破砕産物80mmアンダーを原料とし、三次の
コーンクラッシャLT200HP、整粒機のバーマック
LT7150に供給している。製品選別には、３段デッキの
ST4.8と２段デッキのST3.5を使用し、20-13mm、13-
5mm、5-2.5mm、2.5-0mmの４製品を生産している（図

９）。またこのユーザは切羽で一次破砕機LT106Sを使用
しており、この機械を組み合わせると全て移動式での生
産も可能である。また、バーマックの整粒効果で2.5-
0mmの微粉を若干除去すれば、粒形の良いJIS砕砂とし
て使用可能である。ロコトレインの導入により、従来の
固定設備と合わせると生産能力は約80％増となり、製品
品質も向上している。
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図６　開回路

図５　フロー（閉回路　粒形優先） 図７　フロー（開回路）



次に、関東地区のT社殿を紹介する。2013年５月稼動
開始予定のプラントで、硬質砂岩を原料とし、既存の固
定式設備から移動式設備（ロコトラック４台）に更新す
るものである（図10）。
１次破砕のLT106（42インチジョークラッシャ）で、

ほぼ100mm以下に破砕された原料が２次破砕コーンク
ラッシャLT200HPSに供給される。次工程ではバーマッ
クLT7150で、整粒/破砕される。製品選別には３段デッ
キのスクリーンST4.8を使用し、単粒度砕石20-13mm、
13-5mm。５mmアンダーを生産する（図11）。また、路
盤材（40-0mm）を生産する場合は、スクリーンST4.8
（及びLT7150）を使用せず、３台（または２台）のロコ

トラックで生産することが可能であり、製品により容易
にフローを変えられるという移動式設備の特徴を生かし
ている。また、必要な機械のみを運転して生産出来る事
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図８　LT200HP+LT7150+ST4.8+ST3.5

図９　生産フロー

図11　生産フロー

図10　配置図



や、基本的に専属の運転員が不要な事で生産コストを圧
縮可能である。

４．今後の展開

弊社では、固定式/移動式設備で生産された製品の中
でも余剰品となりやすい5-2.5mmまたは40-0mmを利用
して、砕砂に転換する可搬式乾式砕砂設備の開発も進め
ている。破砕機としてHP100コーンクラッシャを使用し、
これにスクリーン、ホッパを同じシャーシに載せた
NW100HP（図12）を中心にし、これに分級システムを
加えたユニットである。このユニットが完成すれば、従
来の固定設備で生産されていた全ての製品が移動式ユニ
ットで生産可能になる。

５．おわりに

これまでは移動式といえば、一次破砕、または、スク
リーン単体というイメージが強かった。また、破砕プラ
ントを丸ごと移動式にという考えは、机上では理解出来
ても実際には踏み切れないユーザが多かった。
しかし、震災復旧を契機に、移動式設備のメリットが
クローズアップされ、二次破砕機、整粒機、製品スクリ
ーンを実際に導入される例が増えてきた。この他同様に、
移動式ユニットによる骨材生産は、被災地域の急激な骨
材需要への対応だけでなく、既設固定設備老朽化による
設備更新案件、新規開発案件、工事案件等幅広く検討さ
れるようになった。
ロコトラックの技術進化と製品ラインナップの充実は
砕石業の生産性と安全性を向上させると同時にユーザの
利益を創造するものと確信している。弊社はこれからも
個々のユーザ事情に合ったよりよいシステムを伝えられ
るよう、今後も技術と見識の蓄積を図りたい。
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図12　NW100HP


